
富山高等専門学校 技術振興会 

入会のご案内 

富山工業高専と富山商船高専は平成 21 年 10 月に統合し、「富山高等専門学校」に生まれ変わりました。国立富山高専

は 2 つのキャンパス（本郷キャンパス：旧富山工業高専、射水キャンパス：旧富山商船高専）、6 つの学科（機械システ

ム工学科、電気制御システム工学科、物質化学工学科、電子情報工学科、国際ビジネス学科、商船学科）から構成されて

おり、工学系 4学科、人文社会系 1学科、商船系 1学科を擁する全国の高専の中でもユニークな分野多様性を持つことと

なり、高度化再編されました。 

富山高専のさまざまな活動を通じて、「地域が富山高専を育て、富山高専が地域社会に貢献する」という産・学・官三

位一体となった双方向の結びつきがより強力に推進されることは、地域産業界としても大いに期待を寄せるところであり、

これらの活動を活発に行っていただくためには、地域の産業界もこれまで以上の協力が不可欠であると考えられる次第で

す。 

 つきましては、同校における教育研究活動に対し、その機能をより高めるべく一層の協力を図るとともに、地域産業界

との円滑な連携・交流を深めるために、「富山高等専門学校技術振興会」にご入会いただき、ご協力賜わりますよう、お

願い申し上げます。 

                              富山高等専門学校技術振興会会長  濱  尚 

 

入会のメリット 

メリット１：技術相談が無料で受けられます 

会員企業が取り組む技術開発や製品開発の相談は、無料で優先的に受け付けております。また、技術振興会には共同

研究に対し研究助成（補助金）制度があります。 

 

メリット２：講習会などへ無料参加、優先参加ができます 

 富山高専の実施している企業人材育成プログラムに優先で参加できます。また、技術講習等も無料で参加できます。 

 

メリット３：富山高専学生との交流を深める機会が得られます 

 学生に対して情報を提供し、アピールしていただく機会をご利用ください。 

 

会則 

（名 称） 
第１条 本会は，富山高等専門学校技術振興会と称する。 
 
 （目 的） 
第２条 本会は，富山高等専門学校を拠点とした研究交流を通じて，産学官協働による
知的資源の創造と地域経済の活性化に資するとともに，富山高等専門学校の教育に
関して必要な助成を行うことを目的とする。 

 
 （事 業） 
第３条 本会の目的を達成するために次の事業を行う。 
(1) 産学官間の共同研究，研究協力の推進 
(2) 産学官の人的，情報交流の推進 
(3) 産業界の技術向上に関する支援 
(4) インターンシップの実施に関する支援 
(5) その他本会の目的を達成するために必要な事項 
 
 （会 員） 
第４条 本会は，本会の事業に賛同する法人又は個人をもって組織する。 
 
 （役 員） 
第５条 本会に次の役員を置く。 
(1) 会 長  １名 
(2) 副会長   ２名 
(3) 理 事  20 名以内 
(4) 監 事   若干名 
 
 （役員の選任及び任務） 
第６条 役員は，会員のうちから総会において選出する。 
２ 会長は，本会を代表して会務を統理し，会議を招集して議長となる。 
３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときは，その職務を代行する。 
４ 理事は，本会に関する重要事項について審議する。 
５ 監事は，本会の事務を監査する。 
６ 役員の任期は２年とし，再任を妨げない。 
７ 役員に欠員が生じた場合は，必要に応じて補充する。ただし，補充された役員の
任期は，前任者の残任期間とする。 

 
 （顧 問） 
第７条 本会に顧問を置くことができる。 
２ 顧問は，理事会の推薦により会長が委嘱する。 
３ 顧問は，会長の要請に応じ意見を述べることができる。 
 
 （特別会員） 
第８条 本会に特別会員を置くことができる。 
２ 特別会員は，本会の事業に賛同する官公庁等とする。 
３ 特別会員は，議決権を有しないものとし，会費の納入を免除する。 
 
（総 会） 

第９条 総会は会員で構成し，年１回開催する。ただし，会長が必要と認めたときは，
臨時に開催することができる。 

２ 総会は，本会の運営に関する重要事項を審議し，決定する。 
３ 総会は，構成員の過半数（委任状を含む。）の出席で成立する。 
４ 総会の議事は，出席者の過半数で決し，可否同数のときは議長の決するところに
よる。 

 
 （理事会） 
第 10 条 理事会は，役員（監事を除く。）をもって構成し，年１回開催する。ただし，
会長が必要と認めたときは，臨時に開催することができる。 

２ 理事会は，本会の運営に関する事項及び総会に付議する事項を審議し，決定する。 
３ 理事会は，構成員の過半数（委任状を含む。）の出席で成立する。 
４ 理事会の議事は，出席者の過半数で決し，可否同数のときは議長の決するところ
による。 

 
 （運営経費） 
第 11 条 本会の運営経費は，会費，寄附金及びその他の収入をもってこれに充てる。 
２ 会費は，法人１口３万円，個人１口５千円とし，入会時及び毎年度（入会年度を
除く。）の 1 月末日までに納入するものとする。また，会員の申し出により，複数年
度の会費を一括して納入することができる。 

３ 納入された会費は，原則として返還しない。 
 
 （入 会） 
第 12 条 本会に入会するときは，別紙様式１により申込みをするものとする。 
 
 （退 会） 
第 13 条 本会を退会するときは，別紙様式２により届出をするものとする。 
 
 （会計年度） 
第 14 条 本会の会計年度は，毎年 10 月１日から翌年９月 30 日までとする。 
 
 （事務局） 
第 15 条 本会の事務局は，富山高等専門学校（本郷キャンパス）内に置く。 
 
 （雑 則） 
第 16 条 本会則に定めるもののほか必要な事項は，会長が別に定める。 
 

附 則 
１ この会則は，平成 17 年 10 月 24 日から施行する。 
２ 会則施行後において最初に選任される役員の任期は，会則第６条第６項の規定に
かかわらず，平成 19 年９月 30 日までとする。 

３ 会則施行後の最初の会計年度は，会則第 14 条の規定にかかわらず，平成 17 年 10
月 24 日から平成 18 年９月 30 日までとする。 

附 則 
１ この会則は，平成 21 年 12 月 14 日から施行する。 
２ この会則の施行後最初に選任される役員の任期は，会則第６条第６項の規定にか
かわらず，平成 23 年９月 30 日までとする。 

３ 第 11 条の規定にかかわらず平成 21 年度の会費については，平成 22 年１月末まで
に納入するものとする。 

附 則 
この会則は，平成 25 年 10 月 31 日から施行する。 



 

富山高等専門学校技術振興会 入会申込書 

 

 

年  月  日 

 

 

 法人名                        代表者職名・氏名                      

（個人会員の場合は、氏名のみ記入してください。）        
  

富山高等専門学校技術振興会に下記のとおり入会します。 
 

記 

１ 年会費 〇 法人 ・口数      口（              円） 

 

            〇 個人 ・口数      口（              円） 

        ※法人会員は１口 30,000 円、個人会員は１口 5,000 円 

 

２ 連絡先住所  〒   －     

                                        

 

        ＴＥＬ （   ）    －      

ＦＡＸ （   ）    －      

 

３ 連絡（担当）責任者  所属             氏名              

 

             E-mail                         
※技術振興会関係の連絡以外には用いることはございません。 

こちらからは同時送信を行う際にはアドレスを非表示にて送信いたします。 
御担当者氏名はフルネーム若しくは○○担当（例：広報担当）でお願いします。 
メールアドレスは、代表アドレス等でも構いません。 

 
 
【申込書送付先】 FAX：０７６－４９２－３８５９ 富山高等専門学校技術振興会事務局 

※申込書は、技術振興会 HPからダウンロードすることもできます。http://www.nc-toyama.ac.jp/gijyutusinkou/ 

また、同内容をメールにてお送りいただくこともできます。メールアドレス：kikaku@nc-toyama.ac.jp 
 


